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1 授業の概要・到達目標

刻々と変化する国際社会のダイナミズム． 揺れ動く国家． その国家に翻弄され続ける民衆． そこに覇権を求める大国主荘の国際秩序をめぐる
対立・紛争． そして． 現在でも頻発する戦争とテロ。国際政治経済軍事の動きを一体いかなる視点から捉えたら良いのか。その読み解きの知恵
と方法とを紡ぎ出すのが大学の直要な使命である。本講座では． その知恵と方法のひとつとして． 国際社会の． 取り分けアジア社会の変動要因

として常に問題視される武器の生産と輸出入． すなわち「武器移転」の問題を国際政治学． 経済史． 政治史など多様な学問領域から講義していく。
本講座に登場するキ ー ワ ー ドは． アメリカの軍事支援・総力戦と軍需動員・兵器国産化・核拡散・アジア平和共同体· 軍拡と軍縮など。これら
複雑な国際・アジア社会を把握理解する力を身に沿ける機会としたい。そこでは何よりも． 国際経済への関心を喚起するために． 地球を俯廠す

る視座の確立こそ． これからの高度国際教養人として不可欠であることを繰り返し説いていく。 高度な教養こそ． 国際人としても最も期待され

る資質であろう。それこそが本講座の最大の目的であり． 狙いでもある。

2 授業内容

① 4月16日 講座の概要と成績評価の方法について 研究・知財戦略機構・教授綴細 厚

本講座では． 両大戦間期から現代までの武器移転の歴史を通及しながら． 軍笛産業と地域経済・国家経済との連携に沼目しつつ． 国際秩序の
一つの基軸として軍事経済が固芍していく実態を明らかにする。戟後アメリカによる武器翰出． 冷戟期における米ソの軍事援助と南アジアにお

ける兵器国産化． さらには核兵器の拡散． そして． 一方における軍縮世論と他方における武器移転の拡大。この講座ではこうした国際社会の現
実を直視し． 国際社会が安定と平和の道を確実に切り開いていくための方途を受講生諸君と共に講義を通して追究していく。

② 4月23日
第一次世界大戦期の新兵器開発と地域産業

国際日本学部・教授 白戸 伸一
一英国リンカーン市における戦車開発を中心として一

軍需生産や兵器製造が． 移転ではなく自生的に発展するケ ースを第一次大戦期における史上初の戦車(tank)誕生史から検討する。そこでは

基礎となる民晋用の鉄工業． 呉業用機械製造技術が兵器製造に転用される過程を確認する。 また． この新兵器が日本に荘入されるプロセスにつ
いても触れておく。

③ 5月7日 アジア ・ 太平洋戦争期の民間企業の軍需動員ー地方繊維産業の軍需動員一 国際日本学部 ・ 教授 白戸 伸一

総力戦体制下での戦争が． 産業や企業のあり方をどのように変貌させるかを確認する。第二次大戦前の国内工業生産は繊維産業を主軸として

いたが． 軍需工業動員法適用法等の戦時3法． 国家総動貝法が発令されると軍需優先の物資動員計画により重工業はもとより繊維産業にあって
も大きな変化が生じた。このことを． いくつかの繊維関連企業から観察するとともに． 戦後の経営にどのような影聾を与えたのかを見ておく。

④ 5月148 国際政治軍事秩序の変容一現代の軍拡構造を説く 一 筑波大学名脊教授 進藤 榮一

アジア太平洋戦争以降と冷戦終結後における国際軍事秩序の変容を具体例を持って解析し． その変容過程に貫かれて法則性を照射しながら．

覇権争奪のパワ ー ゲー ムの実態に迫りたい。そこでは絶えず覇権と膨張とを繰り返す大国の横暴と． それに翻弄され続ける中小国の現実を探る。
そうしたなかで覇権主義を担保する軍拡の事実を明らかにしつつ． 歯止めなき武器移転の国際社会の現状を俎上に挙げる。

⑤ 5月218 アジア平和共同体の構築一軍事鉦先の時代を乗り越えるために一 筑波大学名脊教授 進藤 榮一

前回で追究した国際政治軍事秩序が最後的に軍拡構造によって担保されたものとすれば． その軍拡構造を緩和化し． 最終的には解体していく
展望を語らない限り． 本当の平和と安定は望めない。軍事優先の時代ではなく． 民生優先の時代を切り開く知恵と構想力が問われている。 その

構想力のひとつとしてアジア平和共同体構築が今後呆敢に議論されていくための課題を論じる。

⑥ 5月28日 戦後アメリカ対外援助の起点-<D武器貸与援助の清算一 政治経済学部・教授 須藤 功

第二次世界大戦後アメリカの対外援助は． 米英金融協定を経てマ ー シャル援助によって本格的に開始され． 東西冷戦体制の形成とともに軍事

援助と経済援助とが渾然一体となって拡大した。しかし． アメリカの対外援助は． 実は第二次大戦の戦後処理に起源があった。本講義では， ア
メリカによる同盟諸国に対する武器貸与援助が． 大戦の勝利に多大な貢献をしたのみならず． 同援助消算協定による同盟諸国に対する物資援助・

信用供与が． 戦後の対外援助を方向付けた第1の要因であったことを考察する。

⑦ 6月4日 戦後アメリカ対外援助の起点-®戦時在外余剰資産処分ー 政治経済学部・教授 須藤 功

第二次世界大戦後アメリカの対外援助は． 米英金融協定を経てマ ー シャル援助によって本格的に開始され． 束西冷戦体制の形成とともに軍事
援助と経済援助とが渾然一体となって拡大した。しかし． アメリカの対外援助は． 実は第2次大戦の戦後処理に起源があった。本講義では． 第

二次大戦で世界中に展開したアメリカ遠征軍が． 戦争終結に際して本国に持ち帰らずに安価かつ信用で同盟国に売却処分した． 軍需品を含む膨
大な戟時在外余剰資産が． 戟後の対外援肋を方向付けた第2の要因であったことを考察する。
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